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糖尿病慢性合併症の中医治療－①

糖尿病性うつ病の
中医弁証論治
天津中医薬大学第一付属病院・内分泌代謝科　呉深涛
〔翻訳〕天津中医薬大学　柴山周乃

　糖尿病性うつ病は一種の心理・精神疾患である。糖尿病患者のうつ病発症率は非
糖尿病患者の2倍であり，最近，中国で行われた調査結果によると糖尿病患者のう
つ病発症率は40～ 50％にも達する。中医学はうつ病治療において，長い歴史があ
り，経験も豊富であり，中薬は比較的副作用も少なく優れている。糖尿病性うつ病は，
中医学の文献では，おもに「郁病」「百合病」「臓躁」「梅核気」などの範疇に属す
る。本病の病機は糖尿病の気陰両傷・正気不足がその病理基礎と概括できる。虚が
原因で鬱結し，実に至り，臨床症状の多くは虚実夾雑の証であるが，肝の疏泄機能
の失調が，糖尿病から糖尿病性うつ病へと変化する大きな要素である。ゆえに，治
療にあたり，まず肝から手をつけ，臨床特徴にもとづき肝鬱化熱・肝鬱脾虚・気滞
血瘀・気結痰鬱・心脾両虚・心腎不交・脾腎両虚という7種の証候に分け弁証論治
する。中薬を処方する際には，薬性が軽揚の薬物を合わせるように注意したい。中
薬のなかでも白梅花・代代花・玫瑰花などの花類は軽質で揚性，清香散鬱の特徴が
あり，緑萼梅・佛手など薬性が穏やかな薬物と合わせると，開鬱理気するだけでは
なく，正気を損傷させることもない。また，医師は患者と交流したり，患者の家族
のバックアップを得るなど総合的に関与し，患者が気持ちを楽観的に，大らかに保
てるよう十分注意を払い，臨床の治療効果を高めていきたい。

糖尿病性うつ病の中医弁証論治

要旨



総説総説

26　日本中医学会雑誌　Vol.1 No.3　2011

①　病因病機
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（1）病により鬱が生じ，肝の疏泄機能が失調し五臓に影響を及ぼす

（2）病機の虚実は相互に転化する―虚により鬱し，鬱から実へと転化する

②　弁証分型
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（1）肝鬱化熱
症状

治則
方剤
処方構成

加減

（2）肝鬱脾虚
症状

治則
方剤
処方構成

加減

（3）気滞血
症状

治則
方剤
処方構成

加減
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（4）気結痰鬱
症状

治則
方剤
処方構成
加減

（5）心脾両虚
症状

治則
方剤
処方構成

加減

（6）心腎不交
症状

治則
方剤
処方構成

加減

（7）脾腎両虚
症状

治則
方剤
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処方構成

加減

結語
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プロフィール


